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「日中における西洋医学と中医学」

ー特に「がん」「代替医療」について一

日時 2006 年 2 月 22 日 （水） 13: 00~17: 40 

場所 東京大学医科学研究所大講堂

主催 特定非営利活動法人日中産学官交流機構

後援 国立国際医療センター 国立がんセンター東京大学医科学研究所

協賛 イーピーエス株式会社



プログラム

自次

プログラム

登壇者プロフィール

抄録

基調講演

西條長宏 国立がんセンター東病院副院長

ディスカッション・セッション 1 「日中におけるがん治療の現状と課題」

呉 嘩明 上海児童医学センター副院長

大橋靖雄 東京大学大学院医学系研究科・医学部教授

沈 鎮宙 復旦大学付属上海腫瘍医院外科主任

膠 美琳 上海交通大学付属胸科医院教授

ディスカッション・セッション 2 「日中における代替医療の現状と問題点」

渥美和彦 東京大学名誉教授

渡辺賢治 慶應義塾大学医学部助教授

劉 嘉湘 上海中医薬大学付属龍華医院終身教授

陳 湘君 上海中医薬大学付属龍華医院臨床医学院中医内科主任
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日中産学官交流機構理事、東京大学理事・副学長

国立がんセンター東病院副院長
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東條有伸 東京大学医科学研究所先端医療研究センター教授 11 
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13: 00 開会挨拶

桐野 豊

13: 05 基調講演

! | 西條長宏

• I 

13: 35 ディスカッション・セッション 1 「日中におけるがん治療の現状と課題」

コーディネーター

呉 嘩明 上海児童医学センター副院長

パネリスト

大橋靖雄

東條有伸

沈 鎮宙

摩 美琳

東京大学大学院医学系研究科・医学部教授

東京大学医科学研究所先端医療研究センター教授
復旦大学付属上海腫瘍医院外科主任

上海交通大学付属胸科医院教授
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15: 10 コーヒーブレイク

15: 30 ディスカッション・セッション 2 「日中における代替医療の現状と問題点」

コーディネーター

渥美和彦 東京大学名誉教授

パネリスト

渥美和彦

渡辺賢治

劉 嘉湘

陳 湘君

東京大学名誉教授

慶應義塾大学医学部助教授

上海中医薬大学付属龍華医院終身教授

上海中医薬大学付属龍華医院臨床医学院中医内科主任

17: 05 対談「医学・ライフサイエンス分野における日中交流の展望」

笹月健彦 国立国際医療センター総長

沈 鎮宙 復旦大学付属上海腫瘍医院外科主任

17: 35 閉会挨拶

山本 雅 東京大学医科学研究所所長
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抄録

統合医学としての漢方

慶應義塾大学医学部漢方医学講座

渡辺賢治

漢方医学は中国から伝来し、わが国独自の発展を遂げた伝統医学であるが、

今や西洋医学の医師の 7 割以上が漢方薬を日常診療に使用している。明治維新

後新政府は医師の資格を設けたが、西洋医学の教育のみを医学教育として認め、
漢方医学は排除された。これに関して当時の漢方医師が反対運動を繰り広げた

が認められなかった。

このような経緯からわが国では漢方医師の資格がなくなったため、漢方を勉

強するためには西洋医学を修めてから、ということになった。しかし実際には

西洋医学を修めてから漢方を勉強する医師はほとんどなく、一時衰退した。し

かしその伝統は一部の医師により受け継がれ、さらに発展を加えた後に、 1976

年、大々的に医療用漢方製剤が認められ、多くの医師に門戸が開かれた。

このような状況はわが国の漢方を非常にユニークなものとしている。すなわ

ち、他のアジア諸国では伝統医学の資格と西洋医学の資格が平行しているが、

わが国においては一本化している。世界の潮流は代替医療から統合医療に推移

しているが、わが国の医学はまさに世界に比類なき統合医学のモデルともいえ

る。

漢方医学を学ぶことは漢方薬を使用すること自体治療の幅を広げることも事

実であるが、さらに重要なことは漢方医学の思想を知ることで患者の見方が変

わる、ということである。

西洋医学と漢方医学の相違は多々あげられるが、一つは西洋医学が細分化の方

向に向かうのに対し、漢方医学は包括的・全人的であることである。また西洋

医学では一度診断が下ると医療者も患者もそれにとらわれたものの見方をする

が、漢方医学では同じ疾患であっても人によりその病態は異なると考え、また

同じ人であってもその病期によっても病態が変わると考える点にある。これを

例えていうならば西洋医学は静的、漢方医学は動的ともいえる。また、西洋医

学は客観的指標を重んじるのに対し、漢方医学では主観を重んじる。
医療が多様化している現在、どちらの医学が優れているか、という議論はナ

ンセンスと考える。西洋医学の目、漢方医学の目の両方を持つことで治療の幅

が広がり、より良い医療が提供できるものと考える。
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